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	ボルゲリの2023年は難しいヴィンテージでしたが、ブドウの成長の節目となる時期には好天に恵まれ、質の高いブドウが育ちました。冬は温暖で、気温は比較的高く、降雨量も平均並みで、例年より早くブドウが育ちます。春には大量の雨が降ったため、水不足となる夏に備えて、十分な水量を土壌の中に蓄えられました。畑の手入れには、引き続き細心の注意を払いました。
	夏は暑く、高温が続きましたが、従来の最高気温を越えることはなく、にわか雨も適度に降ったため、ブドウが過度のストレスを受けることはありませんでした。この天候により熟成がゆっくりと着実に進み、凝縮度の高いブドウとなります。
	8月下旬の雨と9月の涼しい夜によって、複雑な香り成分が豊かに育ち、酸も十分にのりました。これにより、力強く、同時に、エレガントという絶妙のバランスを備えたワインになります。
	2022年のボルゲリは、平年並みの気温の冬となり、例年通りの日が続きました。春は、冬の寒さを引きずり、涼しくて乾いた天候となります。
	このため、ブドウの発芽は例年より少し遅れました。5月以降、乾燥した天気が75日間も続き、ブドウには試練の天候となります。ブドウは、成長、開花、ヴェレゾンの期間を通して水の供給がなく、ウォーター・ストレスを受けて、収穫量の少ないヴィンテージとなりました。
	長期に渡る乾燥期の後、夏の風物である暴風雨で降水に恵まれ、ブドウは再び成長プロセスに入り、熟成を迎えました。9月には降雨が止み、夜間に冷え込んで寒暖の差が大きくなったことで、糖分、芳香成分、タンニン分を十分に蓄積できる理想的な状態になります。
	収穫は、区画や品種ごとに最も良い状態の日に実施し、熟成の頂点に達したブドウを収穫できました。黒ブドウの収穫は、8月25日、メルローから始まりました。以降、カベルネ・ソーヴィニヨンの収穫が続き、10月末に終了しました。
	暖かく雨の多い冬のあと、３月には一時的に気温が急降下し、ブドウの芽が出る初期の同月末には、数日、夜間の気温が氷点下に下がることもありました。幸い、新たに出た芽は、蕾の綿毛状の組織に守られ、霜の害に遭うことはありませんでした。
	以降、温かく穏やかな春の気候が続き、雨も例年並みに降り、ブドウは順調に育ちます。開花も例年通りで、５月20日から25日に花が咲きました。６月中旬にまとまった雨が降ったあと、一転、雨がほぼ降らず焼けるような高温が８月末まで続きました。７月20日から25日、ブドウの実が色づくヴェライゾンが一斉に、均一に始まり、輝く太陽の下、ブドウが順調に成熟します。８月末、待望の恵みの雨が降り、これにより気温が大きく下がりました。夜間は13℃まで冷え込み、メルローが成熟する理想の天候となります。メルローの収穫時期は早...
	９月末に少量ながら待望の雨に恵まれ、気候が例年並みに落ち着きます。収穫は10月3日に全て完了しました。
	2019年の天候と作柄
	2019年は近年、稀な激動の年で、天候が激変しました。雨が降って寒い期間と、旱魃で猛暑が長く続いた期間が交互に現れた非常にユニークな年です。
	冬は例年並みの気候で、4月の第1週につぼみが出ました。4月と5月は、寒く、雨が続いたため、ブドウの成長に大きな影響が出て、開花は例年より10日以上も遅れました。6月は一転、異常な猛暑と乾燥の月となり、月末には最高気温が37 Cにも達します。夏の間、日差しが強い猛暑の日が続きました。平均気温は例年を2 Cも上回り、45日間、降水量がゼロとなりました。7月の最終週、2日に渡って雨が降り、長い日照りが終わりました。この雨で、天候は例年に戻り、ブドウの成長には理想の状況になります。
	収穫は9月5日から少しずつ始まりました。予想通り、9月の最終週には気温が下がり、ブドウが持つ非常に繊細な風味と芳香成分をそのまま保つことができました。9月21日に雨が降った後、好天に恵まれ、晩熟型のブドウも含め、10月4日には収穫がすべて完了しました。
	2018 年の気候
	冬がどのような季節なのか忘れてしまうような気候だった数年を経て、2018 年は通常通りの気候に戻り、ぶどう樹がしかるべき冬の休息を取り始めるために十分な、氷点下の気温の日々が多くありました。春は、4 月に例年の 3 倍以上の降雨量と、高い気温の日があり、オルネッライア史上最も雨の多い春として記録に残ることになるでしょう。遅い発芽にもかかわらず、気候条件と芽の早い成長によりぶどう樹は成長の遅れを取り戻し、まる 1 週間も開花が早まりました。5 月より 6 月の降雨量が少なかったとしても、6 月中の降...
	2017年は最も暑く、乾燥した年として歴史に残るでしょう。最初の兆候としては、例年の平均気温よりも3度ほど高く、例年通りの降雨量の非常に温暖な冬でした。結果として、発芽は例年より2週間も早まりました。ブドウの成長周期については、すでに3月には降雨量が少なく温暖な気候が始まっており、4月末には時折、急激な気温の降下がありトスカーナの多くの地域で、霜が見られました。海岸沿いでは、海に近いおかげで気温が氷点下を下回ることがなく発育中の芽に悪影響を及ぼすことはありませんでした。5月にはすぐ暑さと日照りが戻...
	収穫は早く始まり、8月24日にメルローから収穫が始まり、9月の最終週まで晴れて暑い気候の中続きました。9月中旬にやっと降雨が現れ、気温が下がり、他の遅く熟す品種にとって完璧な収穫条件となりました。



